
て
も
、
こ
れ
は
甚
だ
逍
憾
な
一
事
で
あ
る
。
故
に
箪
を
執
る
。

惰
者
は
美
術
に
も
美
術
界
に
も
全
く
の
門
外
泌
で
あ
っ
て
、
祈
任
諸
赦
投

の
氏
名
は
と
も
か
く
略
歴
の
如
き
は
新
間
で
始
め
て
承
知
し
た
程
度
で
あ
る

が
、
問
題
の
院
展
振
の
人
々
が
欧
風
化
す
る
美
術
學
校
を
去
っ
た
岡
倉
天
心

が
明
治
三
十
何
年
か
に
創
設
し
た
日
本
美
術
院
に
育
ま
れ
た
こ
と
、
及
び
昔

風
の
言
は
ば
徒
弟
的
修
業
で
今
日
の
大
を
成
し
た
こ
と
を
想
ひ
、
甚
だ
楡
快

で
あ
っ
た
。

明
治
初
期
の
烈
し
い
臥
化
時
代
に
歌
洲
諸
図
の
美
術
を
調
査
し
て
蹄
っ
た

天
心
居
士
が
、
そ
の
巡
歴
に
よ
っ
て
東
洋
の
美
術
に
到
す
る
頻
倒
の
栴
を

一

層
盛
ん
に
し
、
遂
に
『
ア
ジ
ア
は
一
な
り
』
の
見
識
に
逹
し
た
こ
と
は
、
岐

近
敷
年
来
改
め
て
高
く
評
債
さ
れ
る
事
竹
で
あ
る
が
、
此
の
人
の
播
い
た
柿

が
昭
和
の
聖
代
し
か
も
大
東
亜
戦
争
の
員
最
中
に
其
の
所
を
得
た
事
は
天
心

に
と
つ
て
は
蓋
し
快
心
の
極
で
あ
ら
う
。
況
や
そ
の
逍
愛
の
弟
子
逹
が
老
来

尚
ほ
青
年
の
純
情
を
以
て
、
天
心
先
生
の
追
憶
を
談
り
な
っ
か
し
む
に
於
て

を
や
で
あ
る
。
之
を
綜
合
し
て

一
の
國
家
的
芙
談
と
な
し
得
よ
う
と
箪
者
は

信
ず
る
。
而
も
此
の
美
談
が
何
等
の
作
為
な
く
、
た
ゞ
斯
界
第
一
流
の
人
士

を
集
め
よ
う
と
の
上
野
直
昭
校
長
の
純
粋
な
努
力
に
よ
っ
て
、
期
せ
ず
し
て

顕
は
れ
た
の
だ
か
ら
愉
快
で
あ
る
。

今
日
の
教
育
刷
新
の
方
向
は
、
身
心

一
如
と
か
學
行
一
致
と
か
云
へ
ば
物

々
し
い
が
要
す
る
に
数
育
の
原
理
が
生
活
を
打
く
こ
と
で
あ
る
。
師
弟
詞
行

と
言
ふ
の
は
師
弟
の
親
密
さ
で
あ
る
。
陣
頭
指
揮
と
云
ふ
の
は
師
が
高
邁
な

る
抱
負
を
掲
げ
之
に
粘
進
す
る
事
で
あ
る
。
こ
の
黙
で
昔
の
家
熱
的
徒
弟
的

修
業
が
近
来
の
學
校
の
断
片
的
赦
育
に
優
る
と
云
ふ
の
が
、
昭
和
の
時
代
人

の
反
省
で
あ
る
。
然
る
に
新
任
諸
教
授
の
人
と
な
り
と
苦
闘
の
歴
史
は
之
に

到
し
て
費
重
な
例
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
日
本
美
術
の
飩
在
は
同
時
に
日
本

赦
育
の
建
在
の
證
で
あ
る
。
私
は
世
人
が
斯
る
面
に
注
目
し
て
、
現
在
の
み

な
ら
ず
賂
末
の
教
育
を
論
じ
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
者
で
あ
る
（
東
京
美
術
學

校
教
授
）

（
『
現
代
』
第
二
十
五
巻
七
号
。
昭
和
十
九
年
七
月
）

⑬

上
野
直
昭
校
長

校
長
に
選
ば
れ
た
上
野
直
昭
は
、
明
治
十
五
年
十

一
月
十

一
日
兵
庫
県
に
生

ま
れ
、
東
京
正
則
中
学
校
、
第

一
古
屈
等
学
校
を
経
て
明
治
四
十

一
年
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
哲
学
科
（
心
理
学
専
攻
）
を
卒
業
。
同
四
十
四
年
か
ら
大
正
十

年
ま
で
美
学
研
究
室
の
澗
手
を
つ
と
め
、
そ
の
間
、
教
授
大
塚
保
治
、
講
師
中

川
忠
順
の
魚
陶
を
受
け
て
美
学

・
美
術
史
学
者
と
し
て
の
基
礎
を
作
っ
た
。
大

正
九
年
四
月
以
降
、
東
京
女
子
大
学
講
師
を
つ
と
め
、
同
十
『一
年
十
月
に
は
点

城
帝
国
大
学
予
科
講
師
と
な
っ
た
が
、
同
月
、

美
学

・
美
術
史
研
究
の

た
め
満

二
年
間
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ

、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
留
を
命
ぜ
ら

れ
、
翌
十
一
月
出
発
。
昭
和
二
年
―――
月
帰
国
し
、
京
城
帝
大
教
授
（
大
正
十
五

年
四
月
任
命
）
と
し
て
美
学
美
術
史
第

一
講
座
を
担
任
し
、
同
十
六
年

一
月
ま

で
在
職
し
た
。
そ
の
間
、
五
年
二
月
か
ら
六
年
七
月
ま
で
交
換
教
授
と
し
て
ド

イ
ツ
に
赴
き
、
ベ
ル
リ
ソ
大
学
で
日
本
美
術
史
を
講
じ
、
七
年
五
月
か
ら
十
年

四
月
ま
で
は
九
州
帝
国
大
学
教
授
を
兼
任
し
て
法
文
学
部
美
学
美
術
史
講
座
を

担
任
。
十
年
五
月
か
ら
十
二
年
八
月
ま
で
は
京
城
帝
大
法
文
学
部
長
を
つ
と

め
、
十
五
年
十
二
月
国
宝
保
存
会
委
員
と
な
っ
た
。
十
六
年
一一
月
大
阪
市
立
芙

術
館
長
に
就
任
、
十
九
年
五
月
本
校
校
長
に
就
任
す
る
直
前
ま
で
在
任
し
た
。

直
昭
は
本
校
創
立
と
深
い
関
係
の
あ
っ
た
九
鬼
隆

一
の
甥
に
あ
た
り
、
東
大
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う
に
記
し
て
い
る
。

安
井
君
の
説
得
方
を
頼
む
と
、
快
く
引
受
け
ら
れ
、
自
ら
安
井
君
を
訪
問

美
術
学
校
を
引
受
け
る
に
つ
い
て

直
昭
は
深
い
学
識
、
泊
廉
潔
白
な
人
柄
、
経
歴
に
加
え
て
右
の
よ
う
な
縁
故

を
有
し
、
本
校
指
禅
者
と
し
て
十
二
分
の
条
件
を
備
え
て
い
た
と
言
え
よ
う。

校
長
就
任
の
経
緯
を
詳
し
く
記
し
た
も
の
は
残
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
著
『
潔

逐
』
（昭
和
四
十
四
年
、
岩
波
書
店
）
に
は
断
片
的
な
が
ら
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ

も
の
だ
ら
う
か
と
考
へ
た
揚
句
、
先
づ
共
通
の
友
人
で
あ
っ
た
、
こ
れ
も
今

は
亡
い
児
島
喜
久
雄
に
相
談
に
行
く
と
、
『
そ
れ
は
む
づ
か
し
い
ぜ
、
誰
か
偉

い
人
に
頼
ん
で
貰
ふ
外
は
な
い
よ
』
と
い
ふ
の
で
す
。
其
処
で
私
は
、
私
が

ロ
火
を
切
ら
れ
た
枇
山
大
観
先
生
に
、

頃
は
ま
だ
そ
れ
程
親
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
如
何
し
た

澗
手
時
代
に
岡
倉
天
心
の
「
泰
東
巧
芸
史
」
を
聴
講
し
、
ま
た
、
天
心
を
訪
間

し
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
を
「
美
学
者
の
散
歩
1

天
心
先
生
の
講

義
」
（
『芸
術
新
潮
』
第
十
四
巻
第

一
号
。
昭
和
一f
十
八
年

一
月
）
に
れ
自
い
て
い
る
が
、

次
の
部
分
は
彼
が
天
心
の
影
密
を
弛
く
受
け
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
は
私
の
一

一度
目
の

〔天
心
邸
〕
訪
問
だ
っ
た
と
思
ふ
が
、
あ
る
ひ
は

蚊
初
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
話
の
内
容
を
お
ぽ
ろ
げ
な

が
ら
二
、
三
記
す
と
、
こ
れ
は
や
が
て
私
の
一
生
の
研
究
の
方
向
に
も
関
す

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
「
日
本
美
術
の
研
究
を
本
格
的
に
や
る
気
は
な
い

か
」
「
数
年
の
う
ち
に
は
国
立
の
博
物
館
が
で
き
る
だ
ら
う
、

そ
れ
が
て
ぎ

な
い
や
う
で
は
だ
め
だ
」
「
そ
の
と
き
に
は
人
材
が
必
要
だ
」
「
日
本
美
術
を

勉
強
す
る
に
は
半
年
く
ら
ゐ
奈
良
に
住
ま
ね
ば
い
か
ん
」
な
ど
と
一

i

．い
は
れ
た

こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
。
ま
た
私
が
雪
舟
画
集
の
小
さ
な
も
の
を
持

っ
て
ゐ
た

の
を
お
見
せ
し
て
、
こ
ん
な
研
究
は
ど
う
で

せ
う
と
言
ふ
と
、
そ
れ
に
は
あ

ま
り
触
れ
ず
、

「
H
本
美
術
で
は
絵
巻
物
の
研
究
が
お
も
し
ろ
い
。

そ
れ
に

は
中
川

〔忠
順
〕
と
い
ふ
人
が
ゐ
る
」
と
、
研
究
の
対
象
や
指
禅
者
ま
で
示

唆
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
十
九
年
の
春
国
宝
保
存
会
で
上
京
す
る
と
、
す
ん
で
か
ら
、
文
部
省
で
束

京
美
術
学
校
の
校
長
を
引
受
け
よ
と
い
ふ
。
柚
山
大
観
先
生
の
推
せ
ん
も
あ

つ
て
、
先
生
も
屎
気
で
あ
り
、
賠
立
も
大
分
撒
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
田
舎
廻

り
二
十
年
の
の
ち
、
東
京
へ
か
へ
つ
て
何
が
出
来
よ
う
と
は
思
っ
た
も
の

の
、
準
備
は
略
出
来
て
ゐ
る
し
、

一
緒
に
仕
事
を
し
て
悔
ゆ
る
こ
と
の
な
い

人
々
が
揃
ふ
見
込
み
が
た
っ
た
の
で
、
引
受
け
る
こ
と
に
し
、
思
ひ
も
か
け

ぬ
戦
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
十
九
年
の
六
月
の
こ
と
で
、
戦
争
は
已
に
峠

を
越
え
て
、
敵
機
が
殷
々
東
一
足
の
空
を
犯
す
。
学
生
も
次
ぎ
／
＼
に
動
員
さ

れ
て
行
く
。
私
は
朝
に
道
を
き
く
決
心
で
暇
さ
へ
あ
れ
ば
読
み
に
読
ん
だ
。

此
頃
時
々
ド
イ
ッ
書
を
出
し
て
見
る
と
其
頃
よ
ん
だ
こ
と
の
記
し
て
あ
る
中
1

が
少
く
な
い
。
兎
も
角
も
戦
争
は
す
ん
だ
。
米
軍
の
占
領
下
に
学
制
改
サ
小
が

行
は
れ
て
、
大
学
が
沢
山
で
き
た
。
東
京
美
術
学
校
は
東
京
芸
術
大
学
の

一

学
部
と
な
り
、
私
は
大
学
長
に
就
任
し
た
。」

「
私
が
始
め
て
君

〔安
井
曽
太
郎
〕
を
知
っ
た
の
は
已
に
古
い
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
君
と
親
し
く
接
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
の
春
、

私
が
東
京
美
術
学
校
の
責
任
を
と
る
や
う
に
な
っ
た
時
か
ら
で
、

此
時
教
官

陣
に
若
干
の
入
換
が
あ
り
、
私
と
し
て
は
、
是
非
安
井
君
に
も

他

の
人
々

と
一
緒
に
、
教
授
と
し
て
助
力
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
た
が
、
其
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し
、
説
得
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
安
井
君
も
承
諾
し
、
面
来
終
戦
後
も
引
つ

ゞ
い
て
教
授
席
を
占
め
て
、
熱
心
に
学
生
を
指
函
さ
れ
ま
し
た
。
」

直
昭
は
本
校
校
長
就
任
と
同
時
に
工
芸
技
術
講
習
所
長
兼
任
と
な
り
、
帝
室

栂
物
館
顧
問
に
選
ば
れ
、

二
十
一
年
八
月
帝
国
学
士
院
会
員
、

二
十
二
年
七
月

正
倉
院
評
談
会
会
員
、
同
年
十
二
月
国
立
婢
物
館
評
議
員
、

二
十
四
年
四
月
国

立
博
物
館
長
兼
本
校
校
長
、
同
年
五
月
東
京
芸
術
大
学
学
長
事
務
取
扱
、
同
年

十
月
同
大
学
学
長
専
任
と
な
り
、
三
十
六
年
十
二
月
ま
で
在
職
し
た
。
著
述
は

『
上
代
の
彫
刻
』
（
昭
和
十
七
年
、
朝
日
新
聞
社）
、
『
日
本
美

術

史

上

代

篇

』

（同
二
十
四
年
、
河
出
書
房
）
、
『
絵
巻
物
研
究
』
（
同
二
十
五
年
、
岩
波
書
店
）
、
『明

治
文
化
史
8

美
術
篇
』
（同
一二
十
一
年
、
洋
々
社
）
を
は
じ
め
と
し
て
雑
誌
へ
の

寄
稿
も
多
く
、
枚
挙
に
追
が
な
い
。
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